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1.はじめに

由布岳火山は,九州北東部に位置する成層火山である.この火山の噴火活動

は,九重第 1軽石 (Kj-Pl:町田,1980)より前に遡る (小林,1984).最近の

噴火活動は,池代溶岩および山頂溶岩の流出であり, これに伴って山麓に

block-and-ash-flow 型の火砕流を流下させている (小林,1984;星住 ･他,1988;

草薙 ･宇井,1995).小林 (1984)は,この火砕流に伴う降下火山灰 (由布岳

火山灰 :YAI) 中に休止期を示す腐植土が認められないことから,これらが一連

の噴火活動によって形成されたとし,その噴火年代を層位から1500-2000年前

と推定 した.一方,草薙 ･宇井 (1995)は,化学組成の違いや層位から,山麓

に分布する火砕流を池代溶岩を起源とする池代火砕流堆積物 (以下,堆積物は

省略する)と山頂溶岩を起源とする重見,男能濃松 (おののまつ),野々草の

各火砕流に細分した.その噴出年代については,地代火砕流から4060±150yrBP

(GaK-18379)の 14C 年代を得て,その他の重見,男能濃松,野々草の各火砕流に

ついては,覆っている土壌層の厚さから,各々 3700年前,2900年前,1600年

前と推定 した (梅田 ･他,1996).このように,小林 (1984)と草薙 ･宇井 (1995)

の見解は一致 していない.そこで筆者らは,名古屋大学の加速器質量分析計

(Nakamuraetal.,1985;中村 ･中井,1988)を用いて,地代および野々草火砕

流中の炭化木片の 14C 年代を測定した.本稿では,その結果を報告 して,由布岳

の最新の噴火の年代について考察する.なお,火砕流堆積物の名称については,

本稿では草薙 ･宇井 (1995)のものを用いることにする.

2.測定試料 と 14C 年代測定

試料の採取地点をFig.】に,柱状図をFig.2に示す.

Loc.1では野々草火砕流が,Loc.2では池代火砕流が分布している.今回測



/

Fig.1 MapshowlngdistributionsoferuptlVeProductsbythelasteruptionOfYufu-dakevolcano.Broken

linesareisopachsfortheYufu-dakeAsh(Kobayashi,1984).

NkPn:Nonokusapyroclastic-nowdeposit,SgPfl:ShigemlpyrOClastic-nowdeposit,IkPn:

rkeshiropyroclastic-now,OnPfl:Ononomatsupyroclastic-now血posit,Sm:Sumitlava,汰:

Ikeshirolava

Loc.1 Loc.2

Fig･2 ColumnarsectionsofHolocenetephraatYufu-dakevolcano･LocalitiesofsectionsareshowninFig･

1.NkPfl:Nonokusapyroclastic-flowdeposit,汰Pfl:Ⅰkeshiropyroclastic-flowdeposit,Kj-Ds:

Kuju-DanbaruScoria,K-Ah..Kikai-AkahoyaAsh
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定した試料は,これらの火砕流中の炭化木片である.両地点ともに,これらの

下位に段原スコリア (Kjl)S:KamataandKobayashi, 1997) と鬼界アカホ

ヤテフラ (K-Ah)が認められる (Fig.2).Kj-Dsは,九重火山から噴出したも

のであり,小林 (1984)の米窪スコリアに相当する.Kj-Ds直下の腐植土の 14C

年代は,4300±270yrBPである (KamataandKobayashi, 1997).K-Ahは

鬼界カルデラから噴出した完新世の広域テフラである (町田･新井,1992など).

K-Ahの噴出年代は,福井県水月湖の湖底堆積物中の植物遺体の 14C年代測定か

ら約 6500yrBPとされている (Kitagawaetd.,1995).

採取した炭化木片は,蒸留水中で超音波洗浄した後,醍-アルカリー酸処理

を施した.これをバイコール管にCuOとともに真空封入した.900℃に加熱して

発生した気体を真空ライン中で精製して CO2ガスを得た.この CO2ガスか ら

Kitagawaetal.(1993)の水素還元法により,グラファイト･ターゲットを作製し

た.以上のように調製した試料の 14C濃度を,名古屋大学のタンデ トロン加速器

質量分析計 (中村 ･中井,1988)によって測定した.14C濃度の標準体は,NBS

極酸 (SRM-4990)である.また,気体用質量分析計 (FinniganMAT-252)によ

りC02の613C値を測定した.

3.結果および考察

野々草および池代火砕流中の炭化木片の 14C 年代は,各々 2330±80yrBP

(NUTA-4495),2090±80yrBP(NUTA-4491)である.これらの 14C年代の算

出には,Libbyの半減期 5568年を用いた.試料の∂13C値により同位体分別効果
を補正した (中村 ･他,1994).測定誤差は1標準偏差 (1a)である.2つ

の年代値は,20の誤差範囲内で一致している.

草薙 ･宇井 (1995)は,池代,重見,男能濃松,野々草の順で 300-1300年

の休止期間を挟んで噴出したものと考えた.今回得られた年代値は,この順序

とは逆転している.さらに,池代火砕流についての年代値は,2090±80yrBP

(NUTA-4491)および4060±150yrBP (GaK-18379)と大きく異なっている.

この2つの年代値は,同じ露頭の炭化木片から得られたものである.さらに詳

しい検討が必要であるが,下位のKj-Ds(約4.3kyrBP)との層位関係 (Fig.2)

から,前者の値がより妥当なものと判断される.一方,梅田 ｡他 (1996)は,

別府湾のコア試料中に YAlに対比される火山灰層を記載している.さらに,コ

ア試料中の貝殻の 14C年代を測定し,その噴出年代を約2500yrBPと算出した.

ただし,この年代は,海洋表層水のリザーバー効果が考慮されていない.村山 ･

他 (1993)や大場 ･他 (1995)は,このリザーバー効果を考慮し,14C年代に換

算して 400年を差し引いた値を採用している.梅田 ･他 (1996)の得た年代か

ら400年を差し引くと約 2100yrBPとなり,今回の結果とよく合っている.
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以上のように,今回の2つの 14C 年代は,層位的にきわめて調和的であり,両

者に有意な差も認められない.また,この年代は,別府湾のコア試料から得 ら

れた年代とも矛盾しない･したがって,由布岳の最新の噴火は,2200～2100yrBP
におこったと考えられる.ただし,池代火砕流の2つの -4C 年代値が大きく異な

った理由や池代,野々草などの火砕流が一連の噴火による産物であるか否かに

ついては,今後さらに詳細な地質学 ･岩石学的な検討が必要である.
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Abstract

Inordertodetemi nean ageofthelasteruptionatYufu-dakevolcano(northeastem

Kyushu,Japan),weperformedAMSradiocarbondatingoftwocharcoalfragmentsinthe

NonokusaandIkeshiropyroclastic-flowdeposits･Theobtained 14cdatesare2330±80yr

BP(NUTA-4495)and2090士80yrBP(NUTA-4491),respectively.Two14cdatesagree

withintwo-slgmaerrOrS･ThesearealsoconsistentwithAMS14cdatesinthepistonCOre

inBeppuBay.Ontheotherhand,the14c dateof406牡 150yrBP(GaK-18379)forthe
Ikeshiropyrulastic-flowdepositisslgnificantlyolderthanthesedates･

Keywods:Yufu-dakevolcano,AMSradiocarbondating
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